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平均寿命と平均余命
○日本人の平均寿命（２０１１）

男 79.44歳（世界８位・１位は男女とも香港）

女 85.90歳（世界２位）→女性は10年まで26年連続世界一
だった→①震災の影響、②若い女性の自殺者増加による

○日本人の平均余命とその延び（２００９） （単位：年）

年齢
男 女

平成21年 平成20年 延び 平成21年 平成20年 延び

60 22.87 22.58 0.29 28.46 28.12 0.34

65 18.88 18.6 0.28 23.97 23.64 0.33

70 15.1 14.84 0.26 19.61 19.29 0.32

75 11.63 11.4 0.23 15.46 15.18 0.28

80 8.66 8.49 0.17 11.68 11.43 0.25

85 6.27 6.13 0.14 8.41 8.21 0.2

90 4.48 4.36 0.12 5.86 5.71 0.15



健康寿命を算出

介護を受けたり病気で寝たきりになったりせず、自立して健康
に生活できる期間を示す「健康寿命」を厚生労働省が初めて算
出、２０１０年は男性７０・４２歳（１０年の平均寿命７９・５５歳）、
女性７３・６２歳（同８６・３０歳）になったとする結果を１日、専門
家でつくる厚生科学審議会の部会で示した。
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１９３０年１９５０年１９６０年１９７０年１９８０年１９９０年２０００年２０１０年２０１５年

第１次ベビーブーム

世代が高齢者になる

２０２０年２０２５年

第１次ベビーブーム

世代が後期高齢者に

２０３０年２０４０年２０５０年

人口（年齢階級別）
（出典：総務省統計局『国勢調査報告』，国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口(平成14年１月推計)』）

※ 年齢階級は、０歳～１００歳以上の１歳きざみとなっている。

人口ピラミッドの推移

男 女

年

齢

65歳以上
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少子高齢化の問題



労働力人口と高齢者人口の変化（2008年⇒2015年）－１８年中位推計－

2015年までに、「団塊の世代」が65歳に達し、支える側から支えられる側に。
改革は待ったなしの状況と言えます。

5（出所）総務省「国勢調査」「人口推計」、社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」 （出生中位・死亡中位）

「団塊の世代」の高齢化と「若者世代」の減
少



札幌市人口の推移
総人口

75歳以上人口





高齢期における住まい方に関する意向
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子どもとの同居率子どもとの同居率



都道府県の同居率・東日本



世帯形態の将来推計



ｷｬﾘｱﾌﾞﾚｲﾝNEWS 2011年7月14日号より引用
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資料：1920年は厚生省「昭和59年厚生白書」、1961年、2009年は厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」等より厚生労働省政策統括官付政策評価官室
において作成。

（注） 価値観の多様化により、人生の選択肢も多くなってきており、統計でみた平均的なライフスタイルに合致しない場合が多くなっていることに留意する必要がある。
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ライフサイクルの変化
子どもの数は減少する一方、平均寿命の延伸により夫の引退からの期間も長くなっていま
す。

社会保障改革の背景④



65歳以上の認知症高齢者数

平成9年1月の「日本の将来推計人口」をもとに、平成13年に大塚が推計したもの
（大塚俊男：日本における痴呆性老人数の将来推計、平成9年の「日本の将来推計人口」をもとに。
日精協誌 20:65-69, 2001）
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要支
援１

要支
援２

要介
護１

要介護２要介護３ 要介護４ 要介護５

区分支給限
度額

4,97010,40016,580 19,480 26,750 30,600 35,830
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高高 齢齢 者者

要支援・要介護状態になる要支援・要介護状態になる
ことの防止ことの防止

× × 要介護者
要支援者

〈〈要介護認定要介護認定〉〉
介護の手間に係る審査

＋
状態の維持または改善可能性の審査

要支援・要介護者

非該当者

要支援・要介護状態とな要支援・要介護状態とな
るおそれのある者るおそれのある者

要介護者要介護者

地域支援事業地域支援事業
（介護予防特定高齢者施策）（介護予防特定高齢者施策）

予防給付予防給付 介護給付介護給付

地域包括支援センター地域包括支援センター
（介護予防ケアマネジメント）（介護予防ケアマネジメント）

要支援者要支援者

非該当者

介護予防のための介護予防のための

スクリーニングスクリーニング

重度化防止重度化防止 重度化防止重度化防止

介護保険は予防重視型システム介護保険は予防重視型システム

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

（ケアマネジメント）
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高齢者の機能低下の流れとニーズの変化

要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

■立ち上がり ■起き上がり ■片足での立位

■歩行 ■洗身 ■金銭の管理 ■つめ切り

■ズボン等の着脱 ■移動 ■日常の意思決定

■洗顔 ■整髪 ■口腔清潔
■排尿／排便 ■移乗

■食事摂取
■意思の伝達

■嚥下
■記憶・理解
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介
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